
第６７回伊那まつり 事務局会議 次第 

 

日時 令和７年２月１４日（金）午後６時３０分 

会場 伊那市役所 ５０１会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

 

(1) 第 68 回伊那まつり実施方針（案）について 

   

 

 

 

(2) 第 68 回伊那まつりの概要について 

 

   

 

 

(3) その他 

 

 

 

４ そ の 他  

(1) 今後の日程について 

・実行委員会について 

日時：令和７年３月１１日（火）午後６時３０分～ 

   会場：市役所５０１・５０２会議室 

 

(2) その他 

 

 

５ 閉  会 



氏　　　名 所　　　属

守 屋 明 荒井区

工 藤 陽 介 公募

鈴 木 昌 幸 （一社）伊那青年会議所

竹 腰 充 伊那商工会議所青年部

委員会名 職　名 氏　　名 所　　　属

委員長 吉 澤 文 男 伊那商工会議所

副委員長 工 藤 陽 介 （兼務）

委員 山 岸 賢 司 伊那商工会議所

事務局 武 田 祐 也 観光課

事務局 宮 下 直 人 観光課

委員長 細 江 孝 明 伊那市公民館運営協議会

副委員長 鈴 木 昌 幸 （兼務）

委員 山 岸 洋 子 伊那まつりおどり振興会

事務局 林 裕 二 商工振興課

事務局 安 江 輝 商工振興課

委員長 鈴 木 つ か さ 伊那商工会議所青年部

副委員長 竹 腰 充 （兼務）

事務局 中 村 英 治 観光課

事務局 川 口 智 寛 観光課

委員長 湯 沢 文 雄 伊那市交通安全協会長

事務局 常 田 祐 輔 生活環境課

事務局 髙 橋 亨 生活環境課

池 上 政 史 観光課

清 水 俊 一 郎 観光課

重 盛 巧 商工観光部

伊那まつり　事務局

総務広報

交通

伊那まつり事務局次長

市民おどり

おまつり広場

令和6年度 第67回伊那まつり実行委員会　専門委員会正副委員長事務局名簿

職　　　　　名

伊那まつり実行委員長

伊那まつり事務局長

伊那まつり事務局次長



資料１ 

第６８回伊那まつり実行委員会の組織と役割について 

 

１ 第６８回伊那まつり 組織と役割について 

・組織及び役割については資料１－２及び１－３のとおりとする。 

・伊那まつり会長及び実行委員長を置く。 

・事務局会議を実行委員長、事務局長、事務局次長、各専門委員会担当、市担

当で構成する。事務局長、事務局次長は、各専門委員会の副委員長を兼務

し、各専門委員会内外のマネジメント及び連絡調整を行う。 

・専門委員会の役割については、次のとおりとする。 

（１）総務・広報委員会 

【役割】他の委員会に属さないこと 

【方針】他の委員会に属さないことを、総合的な観点から判断実施する。 

（２）市民おどり委員会 

【役割】市民おどりに関すること 

【方針】伊那まつり「市民おどり」の実施及びおどり振興を担当する。 

（３）おまつり広場委員会 

【役割】おまつり広場に関すること 

【方針】来場者の動線を意識した広場の企画・運営を行う。 

（４）交通委員会 

【役割】交通に関すること 

【方針】長野県警察と連携を密にし、交通規制を総務するとともに、交通規

制内容を周知する。 

 

 



第68回伊那まつり（組織業務分担）

伊那まつり実行委員会

・全体統括 ・広報（新聞広告、冊子）

・実行委員会の開催 ・Ｔシャツ、うちわ等制作

・実行委員会での議事進行 ・会場施設関係、保安救護関係

・庶務（イベント保険加入）など

・閉幕花火打上関係　　　　　　ほか

・おどり実施計画の作成

・おどりの実施に関わること　　ほか

・事務局・委員長会議の開催

・全体計画作成（委員会間調整）

・予算作成

・対外調整　　　　　　　ほか ・飲食イベント開催団体の募集

・飲食イベント開催団体との連絡調整

・反社対策　　　　　　　　　　ほか

・交通規制・警備計画の作成

・交通規制・警備の実施に関わること

・交通規制の周知　　　　　　　

・伊那警察署との連絡調整　　　ほか

交通委員会

伊那まつり会長

実行委員長 総務広報委員会

事務局 市民おどり委員会

おまつり広場委員会
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各委員会の業務内容

事務局会議 実行委員会の開催

事務局・委員長会議の開催

全体計画作成（委員会間調整）

予算作成

開会式の開催

オープニングパレードの調整・開催

総務広報委員会 豆しぼり製作

まつり冊子作成（原稿集め、校正、発注、全戸配布調整）

広告発注

い～なチャンネルによる広報

ポスター制作（原画募集、審査会、印刷・ラミネート発注、表彰式）

Ｔシャツ制作（デザイン募集、審査会、発注、販売、表彰式）

イベント保険加入

伊那まつり歴史学習の実施

協賛金集め

打ち上げ場所の確保、申請

煙火店との調整

花火プログラムの作成

放送本部の運営（進捗管理、生演奏のタイミング調整）

おどり放送原稿の作成

おどりアナウンサー依頼・調整

市民おどり委員会 参加連の募集（前回参加連への連絡）

参加連説明会の開催

参加連の人数確認

参加連の間隔、スタート位置の決定

オープンレッスン開催（練習会場確保、インストラクター）

おどりプログラムの作成

放送用ＰＲコメントとりまとめ

誘導スタッフ説明会の開催
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おまつり広場委員会 飲食イベント開催団体の募集

飲食イベント開催場所の調整

開催団体間の連絡調整

交通委員会 交通規制・警備計画の作成（交通事業者との調整）

道路使用許可、占用許可の申請

伊那警察署との調整（信号機など）

警備員の手配（見積、契約）

交通安全協会への依頼

スタッフ確保

スタッフ説明会の開催

規制看板の設置・撤去

観光課 会計処理（補助金交付）、予算・決算の作成

招待状の送付

イベント会場確保（いなっせ、セントラルパーク）

おどり会場・イベント会場機材手配

おどり会場・イベント会場設営・撤収

関係者駐車場の確保

伊那警察署へ協力依頼（遺失物などの関係）

伊那市消防団へ協力依頼（花火警戒）

スタッフマニュアルの作成

スタッフまかない（飲み物）の準備

スタッフ説明会の開催

お礼状の送付
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第 68 回伊那まつり実行委員会 役員等の選任について 

 

協議事項(2) 第 68 回伊那まつり実行委員長の選任について 

 次のとおり、第 68 回伊那まつりの実行委員長に次の者を提案する。 

  守屋 明（令和 6年度 伊那市区長会長会 会長/荒井区長） 

 なお、伊那市区長会長会会長の任期は令和 7 年 3 月 31 日までであり、同年 4

月 1日以降は令和 7年度 伊那市区長会長会会長を充てる。 

以 上 

 

協議事項(3) 第 68 回伊那まつり事務局長・事務局次長の選任について 

 次のとおり、第 68 回伊那まつりの事務局長に次の者を提案する。 

  工藤 陽介（公募） 

 

 次のとおり、第 68 回伊那まつりの事務局次長に次の 2名を提案する。 

  鈴木 昌幸（一般社団法人伊那青年会議所） 

  藤澤 正洋（伊那商工会議所） 

以 上 

 

協議事項(4) 各専門委員会正副委員長の選出について 

 各専門委員会の委員長は、各委員会における互選とする。 

（参考：第６７回伊那まつり実行委員会） 

  総 務 広 報 委 員 会 委 員 長 伊那商工会議所副会頭 

  市民おどり委員会 委 員 長 伊那市公民館運営協議会 

  おまつり広場委員会 委 員 長 伊那商工会議所青年部長 

  交 通 委 員 会 委 員 長 伊那市交通安全協会長 

 

 各専門委員会の副委員長は、事務局長及び事務局次長を充てる。 

  総 務 広 報 委 員 会 副委員長 工藤 陽介（事務局長兼務） 

  市民おどり委員会 副委員長 鈴木 昌幸（事務局次長兼務） 

  おまつり広場委員会 副委員長 藤澤 正洋（事務局次長兼務） 

  交 通 委 員 会 副委員長 選出しない 

 

 なお、各専門委員会の委員長に充てられた職の任期が令和７年 3月 31 日まで

の者については、同年 4月１日以降は令和 7年度の同職を充てる。 

以 上 
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協議事項(5) 監査委員の選任について 

 次のとおり、監査委員に次の 2名を提案する。 

  守屋 明（任期は令和 7年 4月 1日から（前年度実行委員長を充てる。）） 

      （伊那市公民館運営協議会/      公民館） 

 伊那市公民館運営協議会には令和 7年度の監査委員推薦を依頼し、令和 7年 4

月 1日以降、推挙された者を充てる。 

以 上 
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令和 7年度 第 68 回伊那まつり 実施方針（案） 

 

～第 68 回伊那まつりのあり方について～ 

伊那まつりは、令和 2 年から 3 年間はコロナ禍による中止を余儀なくされ、

その間、伊那まつりを取り巻く環境や関係する方々の意識も大きく変化しまし

た。 

令和 5年、伊那まつり実行委員会では、4年ぶりの再開を目指すにあたり、ま

つりの歴史上でも前例のない「大きな変化」を好機と捉え、“新しいカタチ”の

伊那まつりを目指すべく、「新たな一歩」を踏み出しました。 

第 68 回伊那まつりでは、第 66 回・67 回と「前進」させてきた“一つのカタ

チ”をさらに魅力あるものとするため、関わる人の「楽しむ」気持ちを最大化で

きるようなまつり運営を目指します。 

以上から、第 68 回伊那まつりは、次のとおり実施します。 

 ●市民が自ら実践するまつりを未来につなぎます 

 ●「持続可能な伊那まつりのあり方」を構築する 3年間の最終年として、新た

な発想を取り入れながら、“一つのカタチ”の定着を目指します。 

---------------------------------------------------------------------- 

１ 実施日・スケジュール 

・開催日は 8月 2日(土)の 1日開催とする。（翌日朝に一斉清掃を行う。） 

・全体の詳細スケジュールは、今後、伊那まつり実行委員会及び各専門委員

会で検討する。 

 

２ 基本方針及びテーマ 

【基本方針】 

市民が集い 共に考え 共に行動して 成し遂げる市民まつり 

※コロナ禍明け、再開時に提案された基本方針は、これからの伊那まつりの

ありたい姿であり、第 68 回でも引き続き継承する。 

【テーマ】 

笑顔で躍進 

※伊那まつりをそれぞれの立場で楽しむ。そのポジティブなエネルギーを連
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鎖させ、第 66 回・67 回と前進させてきた伊那まつりの「一つのカタチ」を

更に魅力あるものに発展させたいという願いを込めている。 

【キャッチフレーズ】 

エンジョイナ!! 

※ENJOY【楽しむ】、JOIN【参加する】、INA【伊那（まつり）】３つのワードか

らなる造語で、伊那まつりに関わる人各々の価値観でまつりを楽しもう！と

いう合言葉的なもの。 

 

３ 運営方針について 

・地域人材との連携や地域資源の効果的な活用を通じて、「持続可能な伊那ま

つりのあり方」を模索します。 

・各専門委員会は、現状と課題を把握しながら、可能な限り独自の財源を確保

し、最小の経費で最大の効果を生み出すようにします。また、主体的に協働

する市民を巻き込むとともに、外注化やビルド＆スクラップの視点から、事

務事業の改善に取組むこととします。 
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令和 7年 2月 

第 68 回伊那まつりについて（進捗共有） 

伊那まつり実行委員会事務局 

☆印は前回の事務局会議から情報更新した項目です。 

１ 日時について 

開催期日：令和 7年 8月 2日（土） 

  仮 日 程：・交 通 規 制：午後 4時～午後 9時 

・開 会 式：午後 4時 30 分～ 

・市民おどり：午後 5時～ 

・終 幕 花 火：午後 8時 15 分～（30 分程度） 

 

２ 会場について 

  メインエリア：県道南箕輪沢渡線 坂下入舟交差点～春日公園下交差点（歩行者天国） 

   

 

３ おまつり広場について 

  広場：                                    

※R6 実績：セントラルパーク、いなっせ北側広場、伊那 BT、旧伊東電機工作所 

 

４ 市民おどりについて 

  区間：                                    

※R6 実績：いなっせ交差点（北端）～セブンイレブン伊那西町店付近 

 

５ 交通規制について 

  ・詳細な交通規制は第 67回を踏襲する。 

・「伊那図書館隣駐車場出入口」「伊那市駅前ロータリー」の混雑への対策を検討する。 

  ☆前回並みの警備員の確保を依頼済み。 

 

６ 花火打上げについて 

  ・打上げ場所：天竜川と三峰川の合流点 

  ☆花 火 警 戒：消防団年間スケジュールへの行事登録を依頼済み。（危機管理課） 

 

７ 会場設備等について 

・暗いエリアへの照明器具を設置 

・仮設トイレを増設 

・熱中症対策を強化（ミストシャワー・ミストファンを設置） 

・歩行者天国の有効活用（路上出店、路上イベントの検討） 
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☆８ ポスターについて  

・各中学校への画用紙の必要数は確認済み。 

・第 67 回において許可をしました「オンラインビジュアルツールキット（ＣＡＮＶ

Ａ等）」による制作は、審査の公平性が確保できないこと、著作権を侵害する場合

があることから、同ツールの使用は禁止とする。 

 

☆９ 予算について 

・4月初旬：各専門委員会→事務局（観光課）に報告 

・5月中旬：予算内示、決定 

 

☆10 各専門委員会の事業スケジュールについて 

・各専門委員会事務局作成のスケジュール（案）は別紙のとおり。 

・事務局会議等で進捗状況を共有しながら、スムーズな事業推進に取り組む。 

 


